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１．概要（Summary） 

キネシンを代表とするモータータンパク質は、生体細胞

内で微小管上を移動し、物質を輸送する役割を持つ。キ

ネシンの運動メカニズムについては、これまでの研究で、

in vitro での運動アッセイによってその運動を観察する

ことで明らかにされており、特に微小管をキネシン上で運

動させるグライディングアッセイでは、複数のキネシンによ

る協調運動が観察、評価されている[1-2]。しかし、実際の

生体細胞においては、微小管が高密度な環境下でキネ

シンが運動する場合があり、そのような環境におけるキネ

シン群の協調運動についての知見は未だ得られていな

い。本発表では、キネシンを 1 列等間隔に播種した環境

でのアッセイによって、その上を異なる方向に運動する微

小管同士がすれ違う現象が観察できたことを報告する。ま

た、すれ違い現象において各微小管の速度が変化するこ

とを観察した。これらのメカニズムを明らかにすることで、

微小管高密度環境でのキネシンの協調運動についての

知見が得られると考える。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

高速高精度電子ビーム描画装置 

【実験方法】 

本研究では、金ナノピラーを一列等間隔に播種した基

板を用い、ピラー上にのみキネシンを選択的に固定した。

この基板を用いてマイクロチャネルを作製し、キネシン溶

液、蛍光微小管溶液、ATP溶液を流して微小管の運動を

蛍光観察した。次に、運動の様子について 2.5 秒ごとに

微小管の位置を記録し、前の記録との差を経過時間で除

することで各時刻における微小管の速度を算出した。さら

に、速度データの平滑化のために、各速度データについ

て周囲 5点の平均値を評価に用いた。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 金ナノピラー上において、微小管のすれ違い現象を観

察した。すれ違い現象のタイムラプス画像を取得し、キネ

シンの種類は ncd、キネシン間隔 600nm 、平均微小管

長さ 2.93µm の条件で観察した。続いて、すれ違い現象

について、微小管速度の時間変化を解析した。本実験条

件においては、すれ違い現象によって微小管の速度が減

少することが示された。今後、すれ違い現象による速度変

化のメカニズムについて、各微小管につくモータ数の変化

や微小管同士の立体反発等の相互作用によるとの仮説を

立て、検証する。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

・本研究は JSPS科研費 17H03206の助成を受けたもの

です。 
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